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★─メールマガジンをお読みいただき、ありがとうございます─★ 

【地域日本語支援ニュース こだま】は、日本語教育に関する事業を全 

国で行っている公益社団法人国際日本語普及協会(AJALT)発行のメール 

マガジンです。各地域で在住外国人に対する日本語・生活支援に携わっ 

ている方々に役立つ情報の共有を目指していきます。 
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１■お知らせ■ 

 

    第５回「看護・介護にかかわる外国人のための 

                  日本語スピーチコンテスト」を開催 

 

           一般財団法人 海外産業人材育成協会（HIDA） 

                   日本語教育センター（JLTC） 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

少子高齢化が進む日本で、看護や介護の現場で働く外国人の方に関 

心や期待が高まる中、外国人の方はどのような思いで日々の仕事に 

打ち込んでいるのでしょうか。一般財団法人海外産業人材育成協会 

（HIDA ハイダ）では、2012 年より「看護・介護にかかわる外国 

人のための日本語スピーチコンテスト」を開催しています。今年度 

5 回目を迎えるスピーチコンテスト（9 月 3 日）のご案内をいただ 

きました。昨年第 4 回コンテストの様子も合わせて紹介していただ 

きます。 

---------------------------------------------------------------------------- 

 



 医療福祉現場への外国人受入が進む中、「看護・介護にかかわる外国人のため

の日本語スピーチコンテスト」は、日本で看護・介護に携わる外国人が意見や

経験を述べる機会として開催されています。母国を離れて、働きながら日本語

や専門の学習をする彼らの苦労や思いを広く知ってほしいという思いを込め、

HIDA は本コンテストを実施しています。 

 ここでは、昨年度コンテストの入賞スピーチをご紹介します。 

 

1 位入賞    「カ・イ・ゴとは」 

 「カイゴ」とは「カわいそう」「イそがしい」「ゴかいが多い」仕事だと思っ

ていたが、自らの失敗の経験から、そう考えてしまうのは自分に原因がある

ことに気づき、「カ」「イ」「ゴ」をポジティブに捉えなおしてがんばりたいと

いう意気込みを語った。 

 

2 位入賞    「介護は温かい」  

 利用者が自分の手を握りながら安心して眠りについてしまうという経験を通

し、介護とは相手に自分の温かい心を吹き込む素晴らしい仕事だと思うよう

になったことを話した。 

 

3 位入賞    「自らの介護の魅力について」 

 利用者と信頼関係を築き、認知症が進んでも自分のことを覚え感謝してくれ

た経験と、その利用者が亡くなった経験を通して、介護とは他人の人生の 

フィナーレに立ちあうことができる、ほかにはない素晴らしい職業であるこ

とを話した。 

 

 発表者の話はみな観衆の心を打つ内容で、会場が笑いや優しい表情に包まれ

る場面が多く見られました。来場者からは、「発表者の心の温かさに触れること

ができた」「日本語の勉強のために来場したが、それを超えて心に迫るものを感

じた」「問題解決を外国人任せにせず、日本人として何ができるか考えたい」等

のお声をいただきました。 

 

 今年も第 5 回コンテストを実施します。ぜひ会場で彼らの生の声をお聴きく

ださい。 

 

【観覧者募集】 

●第 5 回「看護・介護にかかわる外国人のための日本語スピーチコンテスト」

を海外産業人材育成協会（HIDA ハイダ）の主催で 2016 年 9 月 3 日（土）に



開催します。 

 本コンテストは、看護や介護にかかわる外国人の立場から、日本の医療施設

や介護施設に対する提言や日本人に訴えたいこと等を中心にスピーチをしてい

ただくものです。 

 

開催日時  2016 年 9 月 3 日（土）13:00ʷ16:00 

開催場所  国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷） 

出場者   日本国内で看護職・介護職として働いており、日本語を母語と 

      しない方 10 名 （一次審査通過者） 

テーマ   外国人から見た日本の看護・介護について 

審 査 員  嶋田和子氏（日本語教育学会 副会⾧） 

      木村久枝氏（松本短期大学 介護福祉学科 学科⾧） ほか 

主  催  一般財団法人海外産業人材育成協会（HIDA） 

共  催  独立行政法人国際交流基金 

 

コンテストの観覧申込みは、以下のサイトでしていただけます。 

https://www.aots.jp/about/publications/action/japanese-speech-contest/ 

注：上記のサイトから、「観覧のお申込みについて」の項目の「お申込み方法」

の URL を再びクリックすると申込み画面となります。参加費は無料です。お申

込み〆切 9 月１日（木） 

皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。よろしくお願いいたします。 

★問合せ先 一般財団法人海外産業人材育成協会（HIDA） 

日本語教育センター 

 

※2017 年 7 月 1 日より、一般財団法人海外産業人材育成協会は英文名称を 

The Overseas Human Resources and Industry Development Association  

（略称：HIDA）から 

The Association for Overseas Technical Cooperation and Sustainable 

Partnerships （略称：AOTS）に改めました。 
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